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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は塩水の真水化についての新プロセスの開発と既に提案されているプロセスの改善に閲するもの
で, 熱力学と最大原理に基づく最適化の数学的手法の二つの観点に立脚しており, 6 章からなっている｡
第 1章は緒論で, まず水不足, 水質汚濁の問題に関連して経済的な塩水の真水化プロセスの開発の重要




第 2 章は冷凍プロセスによる塩水の真水化の新プロセスについて述べたものである｡ 著者は通常の有機
溶剤の凝固点が, 圧力が高くなるにつれて高温の方へ移動するのに反し, 水のそれは逆に低くなる事に着
目して本プロセスを構成している｡ すなわち, 低圧下で塩水の凝固点よりやや低い凝固点を有する, 水と
溶けあわない液体を媒体として選ぶならば, 低圧下で凝固した媒体と塩水を接触させると, 媒体が融解熱
を塩水から取って液状になると同時に, 塩水中の真水が部分的に氷になる｡ この塩水, 氷および液状媒体
から容易に塩水のみを分離でき, 残った氷と液状媒体の混合物を加圧するならば, 媒体と水の凝固点が反
転 して氷が融け真水になると同時に, 媒体は部分的に凝固する｡ 真水を分離したのち固体を含む媒体を低
圧部に循環することにより上記のプロセスが練り返えされる｡ 著者はこのようなプロセスを考察すること











れて水蒸気分圧が高 くなり, そのため高い温度で凝縮するという事実とを利用して, 熟の利用率を高 くす
る新しい蒸発プロセスの原理を述べている｡ この方法では沸点を下げるための溶剤とその溶剤を吸収させ
るための吸収剤は凝縮温度付近では互いに充分溶けあうが, 簡単な冷却により二相に分離するようなもの





ント- 流入する供給液は, 圧縮器で所定の圧力まで加圧され, 高圧プラントから排出される液体のもつ圧
力エネルギーはタービンなどを駆動させることによって相当量回収されるとはいえ, エネルギーの回収効
率は圧縮器, メ- ビン, モーターなどの効率に支配され決して高い値とはいえない. 著者は低圧液体を加







ると著者が考えている離散型の最大原理について, 微分法からその随伴系, - ミル トニアンの意味を説明
し, ついで連続的プラントにおける連続最大原理との関係について考察を行ない, 両者の随伴ベクトルの






論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
水不足の問題は, 米国の緊急に解決すべき問題の一つになっており, 海水の真水化, 排水の再利用が盛









(1) 水と有機溶剤はそれぞれ, 圧力による凝固点の変化特性が逆であることに着冒し, 有機溶剤の液体 一
固体間の変態による熟の授受を利用して, 冷凍法の熱効率を大幅に高めうることを示した｡
(2) 塩水の多重効用蒸発プロセスに, 水と溶け合わない二種の液状媒体の蒸発, 凝縮を複合させることに





(4) 多重効用多段フラッシュ蒸発を例にとり, 離散型最大原理を適用できるよう, プロセス方程式の定式
化について詳細な記述を行ない, 最適化の数理的手法について明解な実用的な方法を提案した｡
以上述べたように, この論文は, 熱力学的着想と数理的手法を用いて, 塩水の莫水化の開発と改善にあ
たった研究をまとめたものであって, 学術上, 実際上寄与するところが少なくない｡
よって本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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